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１．研究計画の概要

本研究では，熱帯太平洋域の西縁の３地点，

東縁の２地点から採取された海底コアに含

まれる陸上高等植物起源バイオマーカー（生

物起源有機分子）の水素同位体比分析を行い，

熱帯太平洋東西両縁の過去１５万年間の降

水量変動を明らかにし，軌道強制力および全

球的気候変動との周期と位相の関係を検討

することにより，熱帯太平洋対流活動が気候

変動の駆動過程であるのか受動的応答過程

であるのか判断する．あわせてアーキア起源

脂質を利用した TEX86古水温推定法を用いて

海面温度の復元を行い，大気対流活動と海面

温度との対応関係を確認する．特に過去２回

の融氷期については時間分解能を高めて分

析を行い，大気二酸化炭素濃度，南極気温，

グリーンランド気温等の変動との位相関係

（先行・遅延の関係）を検討し，気候変動を

駆動する諸過程のなかで，熱帯対流活動がど

のような役割を果たしたのか手がかりをつ

かむ．

２．研究の進捗状況

西縁３地点のＴＥＸ８６測定は終了した．東

縁２地点のＴＥＸ８６測定は継続中である．

南シナ海コアMD97-2151コアの炭素・水素同位

体比測定は低解像度での分析は終了した．試

料を追加し，時間解像度を向上中である．西

縁の他２地点については同位体測定の前処理

が終了した．東縁の２地点については同位体

測定の前処理を進行中である．上記分析の結

果，最終融氷期における水温上昇は，サンゴ海

が北部南シナ海よりも早く，大西洋域でも報告さ

れているように，西太平洋地域においても南半

球が北半球に対して先行していることが示された

．また，サンゴ海の水温変動は南極気温変動と

同調し，南シナ海の水温変動はグリーンランド気

温変動と同調し，前者は後者に対して逆位相で

変動していたことが明らかになった．すなわち，

西太平洋暖水塊の北縁と南縁の位置が，南北

両球の高緯度域変動に対応しているようにみえ

ることが明らかになった．現段階で結論を出すこ

とは早急すぎるが，熱帯対流活動は，全球気候

変動の駆動者ではなく，全球気候変動の応答者

である可能性が高い．次年度はこの仮説の検証

にむけてデータ取得を進める．また，西縁２

地点のTEX86水温変動から，気候感度を見積も

ったところ，気候モデルによる予測値や，多

くのプロキシ記録に基づく推定値よりも大き

な値を示した．この意味について考察中であ

る．MD97-2146コアのTEX86については論文を

投稿中である．西太平洋暖水塊の変動につい

て論文を作成中である．

３．現在までの達成度
③やや遅れている．当初予想に比べて試料

に含まれる有機化合物の濃度が低かったた
め，水素同位体比分析の感度を上げる必要が
あり，機器の調整に時間を要した．このため，
水素同位体比測定が遅れている．

４．今後の研究の推進方策

全サイトの水素同位体比の測定を完了する．

過去２回の融氷期については 20cm 間隔（約

300 年間隔）で，他の層準については 60cm 間
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隔（約 1000 年間隔）で分析を行う．水素同

位体比と TEX86水温の変動とミランコビッチ

周期および氷床量変動との対比を行い，熱帯

太平洋大気対流活動と水温の変動の軌道強

制力に対する応答を検討する．上記と平行し

て，ODP Site 1239（エクアドル沖）と ODP Site

1237（ペルー沖）の過去１５万年間の層準の

TEX86 指標の分析を終了する．

北部南シナ海コアの TEX86 水温変動結果に

ついては，論文を投稿し，肯定的な査読結果

が戻ってきたところである．論文修正を行い，

再投稿を行う．南部南シナ海コアにおける

TEX86 指標の手法的検討結果を論文としてま

とめる．本研究の進行途上で気がついた亜熱

帯循環の歳差運動に対する応答機構に関す

る仮説を論文として取りまとめる．今年度に

出そろうデータについては，手法・コア毎に

個別に論文としてとりまとめる．本研究の最

終成果は，１２月にサンフランシスコで開催

される米国地球物理学連合秋季大会におい

て公表し，総括論文としてとりまとめる．

５. 代表的な研究成果
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線）
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